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会長就任のご挨拶 

 

近畿国立病院薬剤師会 会長 

兵庫中央病院 本田 富得 

 

新年明けましておめでとうございます。 

皆様にはお健やかに新春をお迎えのことと存じます。平素より近畿国立病院薬剤師会の事業

にご理解とご協力を頂きまして、厚く御礼申し上げます。どうぞ本年もよろしくお願いいたしま

す。 

 この度、河合前会長の後任として、近畿国立病院薬剤師会の会長職を務めさせていただく

こととなり、責任の重大さに身の引き締まる思いであります。副会長、理事、そして会員の皆様

と共に全力を尽くしていく決意でありますので、会員の皆様のご支援、ご協力を心からお願い

申し上げます。 

 さて、2021 年は一昨年から続くコロナ禍により、本会の事業が集合形式で行うことができず、

WEB という新しい形で開催して参りました。今年も予測不能の状況が危惧され、さらに厳しい

状況になることも覚悟が必要と思いますが、役員ともども知恵を出し合い活発な会となるよう検

討し進めて参りたいと思います。 

前年度は、「人材育成」をスローガンに基本業務に関する内容を中心に研修会が進められ

てきました。今年度は「質」を高め実務に生かせるような事業を進めて参りたいと思います。４月

には診療報酬改定があり、改訂に合わせて業務展開されていくと思いますができる限りタイム

リーな話題に即した内容で事業を進めていきたいと考えています。 

委員会活動におきましては、WEB を活用した勉強会など新たな試みが行われましたが、本

年度も引き続き各委員会から、勉強会や症例検討会など委員長を中心に企画しておりますの

で、より多くの会員の先生方に参加していただき、様々なご意見をいただけますようよろしくお

願いいたします。 

最後になりましたが、新型コロナウイルス感染拡大が一日も早く終息し、薬剤師会の事業が

集合形式で開催できること、また今年一年が会員の皆様において実り多き年となりますことを

祈念申し上げますとともに、会員の皆様のご協力とご指導を賜りますようお願い申し上げまし

て、就任のご挨拶とさせていただきます。 
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副会長就任のご挨拶 

 

近畿国立病院薬剤師会 副会長 

紫香楽病院 永井 聡子 

 

新年あけましておめでとうございます。 

近畿国立病院薬剤師会の皆様におかれましてはお健やかに新年をお迎えの事とお慶び申

し上げます。平素より本会の進める諸事業に格別のご理解とご支援を賜り心より厚く御礼申し

上げます。 

この度、本田会長のもと副会長をさせていただくこととなりました紫香楽病院 永井 聡子で

す。 

2022 年は、診療報酬改定の年であり、これから３ヶ月間情報を収集し、４月からの算定に向

け皆さん準備に取りかかられているのではないでしょうか。若い先生方の中には、「診療報酬

勉強会」「診療報酬改定情報」「診療報酬改定ポイント」と勉強会や文書の回覧等がおこなわ

れ、急に部・科内で意見を求められドキドキする場面もあるかもしれません。しかし、経験のあ

る先生方は、これらの診療報酬の点数が、にわかに湧いて来たものではなく普段から業務を

工夫し行動されている事が数年、数十年かけて保険点数に結びついた結果（一部に過ぎない

かもしれませんが）だという事をご存知だと思います。例えば服薬指導を一つ上げても今から

30 年程前に一日中手書き処方を調剤する中で、処方箋より処方解析はおこなっていても患

者像は想像であり、患者さんに薬の説明を求められても一歩踏み込んだ説明が出来ない。そ

こで諸先輩方が、手書きのカルテを熟読し、薬剤の投与目的・計画・アドヒアランス・有害事象

等を収集しカンファレンスに参加し、ディスカッションをおこない、医療スタッフと情報共有した

上で説明する事の大切さを立証した結果、診療点数がつきました。我々も業務を再度見直し

患者さんにとって必要な事を積み重ね残していければと考えています。                 

私は 2020 年に続き副会長は２期目をさせて頂くこととなりました。 

この２年間、前河合会長のもとコロナ禍のため Web 開催が主とはなってしまいましたが、皆さ

んと「人材育成」基礎固めをおこなってきました。今期は本田会長のもと「質」を目指し実務（実

践）に繫がる企画・運営をおこなっていきたいと思っております。是非会員の皆様は日頃から

の業務に対する疑問等を積極的に委員会・地区会等に上げて頂き、活発な会の運営にご協

力を賜りますようご協力よろしくお願いいたします。 
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副会長就任のご挨拶 

 

近畿国立病院薬剤師会 副会長 

 大阪医療センター 山下 大輔 

 

この度、本田会長よりご指名頂き、副会長を務めさせて頂くこととなりました。皆様のご協力

の下、精一杯務めさせて頂きますのでどうぞよろしくお願い致します。 

 新型コロナウイルス感染者数が少ない時期が続き、ようやく今年度は集合で開催し親睦を

図ることができるのでは？と期待し準備を進めておりましたが、ここにきてオミクロン株による爆

発的な感染状況となり、今年度もどうなることやらわからない状況となってしまいました。 

このような状況ですが、当会の目的である「薬剤師の質的向上」と「会員相互の親睦を図る

こと」についてよく考え、目的を達成するために行動していきたいと思っております。300名を超

える会員の皆様がしっかりと施設を超えた繋がりを感じ、親睦を深めることができれば、それが

薬剤師の質的向上に繋がると信じていますので、そういった事業ができるように努力していき

たいと思います。 

1 月 8 日に初めての試みである Web での総会が 200 名以上の先生方に参加頂き、無事終

了しました。今年度の事業計画と予算について承認頂き決定することができました。決定した

事業計画・予算について、滞りなく事業を執行していきたいと思います。 

これから 2 年間、本田会長の下、近畿国立病院薬剤師会のさらなる発展を目指し、事業に

取り組んで参りますので、皆様のご理解ご協力と、積極的なご参加をお願い致します。 
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新年のご挨拶 

 

国立病院機構 近畿グループ 医療担当 薬事専門職 

神戸医療センター  河合 実 

 

新年明けましておめでとうございます。 

昨年 4 月に薬事専門職を拝命いたしました。近畿国立病院薬剤部科長協議会、薬剤師会

の先生方の御協力を頂きながら、職務を遂行していきたいと思いますので、どうぞ宜しく御願

い致します。 

昨年秋頃からワクチン接種に伴い新型コロナ感染症も落ち着いた様相でしたが、オミクロン

株、年末年始の人流に伴い感染者数が急増しています。3 回目のワクチン接種、治療薬の管

理、調製等薬剤師の果たすべき役割を遂行して頂きますよう宜しく御願いします。 

さて、我々の医療業界においては、4 月に診療報酬の改定が行われることとなっております。

本体部分を 0.43％引き上げ、薬価部分を 1.35％、材料価格を 0.02％引き下げる従来の施策

となっており、診療報酬全体では 0.94％のマイナス改定と厳しい内容となっています。改定内

容を精査の上、診療報酬増にむけて積極的に取り組んで頂きますよう宜しく御願いします。 

次に国立病院機構の経営ですが、ここ数年は非常に厳しい時代となっております。皆様に

おかれましては、経営は幹部がすることと他人事にせず経費削減や収入増にどんどんアイデ

アを出して、経営改善に取り組んで頂きますよう宜しく御願いします。また、薬剤師定数につい

ても令和 4 年度は減員と厳しい結果となっています。近年、年度途中の退職者の増加、病院

薬剤師を志望する学生の減少と国家試験の合格率の低下等により薬剤師確保が困難な状況

となってきています。早期の内定通知等、優秀な人材確保へ取り組んで参りますので、就職説

明会や施設見学会、職員の早期の情報共有に御協力宜しく御願い致します。 

つづいて人材の育成でございます。近畿グループでは新人研修、主任スキルアップ研修、

チーム医療研修、副薬剤部長研修を行っております。薬剤師会とは連携強化を図ったプログ

ラム構成としており、主任スキルアップ研修につきましては研修効果の検証もかねて 2 年計画

としておりますのでご理解・御協力を御願い致します。 

また、優秀な人材の育成を目的として、人事交流を行っておりました厚労省、PMDA、

AMED 等と出向年限を 2～4 年と明確化しましたのでご自身のキャリア形成にご活用頂ければ

と思います。 

さて、2022 年は、十干（じっかん）が壬（みずのえ）、十二支が寅（とら）ですので、干支は壬

寅（じんいん、みずのえとら）となります。壬（みずのえ）は十干で 9 番目であり次の生命を育む
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準備の時期を表し、寅は十二支の 3 番目で決断力や才覚の象徴で春の胎動を感じさせる状

態を表しているそうです。したがって、冬が厳しいほど春の芽吹きは生命力にあふれ、華々しく

生まれる年となるそうです。 

本田新会長のもと、新たな薬剤師会には素晴らしい年となるように思います。いままで築い

てきた基礎をもとに躍進していけるよう薬事専門職という立場で側面から支えさせて頂きたいと

思います。 

本年が国立病院機構、薬剤師会と会員皆様にとって成長し、花開く年となりますことを祈念

致しまして新年のご挨拶とさせて頂きます。 

本年もどうぞ宜しく御願い致します。 
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提 言 

兵庫あおの病院 寺川 伸江 

 

 

 岸田内閣が打ち出した提言に多様性、持続可能性、官民連携がある。薬剤師にとっても、
これから人生 100 年時代、健康寿命の延伸が必要となり、担っていくべき役割は更に多様
化し、患者さんの治療においては持続して調剤薬局、地域医療と連携しサポートしていくこ
とが求められている。それには、単に薬剤師としてだけではなく、NST、褥瘡、緩和、認知
症、感染などチームの一員としての薬剤師が果たす役割も含まれるべきと考える。対人業務
を広げて患者や病院経営に貢献するため、また医療安全の向上を目的に業務の IT 化に務め
る必要があると考える。やっていかなければならないことは山のようにある。 
 薬剤師の服薬指導に診療報酬加算が付いた頃、病棟では薬剤師に対して against な人もい
たが、現在は病棟に薬剤師は居て当たり前、手術室においては麻酔科医が薬剤師に是非来て
欲しいと要望される時代にまでなった。また業務を行う場所も、もうすでに病棟だけではな
く、手術室、救急外来、薬剤師外来、入院センターなどにも広がり、業務も多岐に渡るよう
になった。また、チーム医療も充実してきて、多くの項目で診療報酬も付くようになった。
需要に応じた業務を先んじて行い、その効果を世の中に発信していけば、薬剤師の価値が高
まり、その結果診療報酬が付与されるようになったということである。今後も更なる努力を
期待されているし、行っていかなければならない。 
 臨床研究についても薬剤師が加入する学会も薬学系以外のものも増え、学会発表も国内
にとどまらず、海外でも活躍する薬剤師が増えてきている。世界的有名学会誌に論文が掲載
された薬剤師もいる。研究業務も薬剤師として、治療の有効性や安全性の確立に寄与でき
る。環境が整ってきて薬剤師が出来ることが増えてきているのは喜ばしい事である。 
 ここまで読んできて、大変そうだなと思った方もおられるかも知れない・・・。 
 最後の提言として、しんどい時は、「傍（はた）を楽（らく）にするから働く（はたらく）」
という言葉をご紹介したい。自分がしんどい分、周りを楽にできているはず、と自分に言い
聞かせ仲間と励まし合って前向きに頑張れたらと思う。 
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薬剤部紹介 

         

 

病院概要 

 当院は、京都市（人口約 150 万人）の南東部、伏見区（人口は約 28 万人）の中央部に位置

しています。伏見区は、北側に伏見稲荷大社があり全国からの参拝者で賑わい、その門前町

は下町情緒にあふれています。また、これに続く深草地区は静かな寺院町です。更に南へ下

がると酒造の町大手筋街があり、40 にも及ぶ白壁の酒藏が建ち並んでいます。南東部には豊

臣時代に築かれた桃山城があり、今でも地名に大名屋敷の名残をとどめる町名が多く京都情

緒を思わせる環境にあります。 

 

薬剤部概要 

 当院は、38 診療科を標榜している病床数 600 床の高度総合医療施設として、既に約半世

紀にわたって京都伏見の地で医療活動を行っています。薬剤部長、副薬剤部長 2 名、主任 7

名（調剤主任、薬務主任、製剤主任、医薬品情報管理主任、病棟業務管理主任、研究教育

主任、治験主任）、薬剤師 27 名、薬剤助手 5 名で構成されています。 

令和 2年 12月に注射自動払出システムを導入し、安全に配慮した業務の効率化により、土

日祝日の日勤者数を 3 名体制から 2 名体制に変更しました。また、ヒヤリハット報告の収集・分

析・対策を迅速に行い、医療安全の向上に寄与しています。調剤ミスの再発防止に努めるとと

もに監査の徹底により調剤過誤防止に努めています。 

病棟業務においては、各病棟に担当薬剤師を配置し、病棟薬剤業務実施加算 1 及び 2 の

施設基準を取得し、全患者を対象に病棟薬剤業務を実施しています。令和 3 年度からは新た

に集中治療室、NICU病棟においても病棟薬剤業務実施加算 2の算定を開始しました。また、

入院患者の初回投与時及び退院時の服薬指導を実施するとともに、薬剤管理指導実施件数

の増加、医療の質の向上とリスクマネジメントに寄与しています。 

医薬品情報収集においては、コロナ禍の現状に対応すべく、Web

を用いた情報収集、MR 面談を実施し、薬剤部内、院内への情報提供

を行っています。さらに、プレアボイド情報の収集に努め、迅速な対応

を行っています。 また、昨今の不安定な医薬品供給に対応すべく情

報収集を行い、適宜対応しています。 

独立行政法人 国立病院機構 

京都医療センター 
National Hospital Organization Kyoto Medical Center 
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研究教育においては、資格認定及び専門薬剤師等の資格取得に努めています。令和 3 年

度は、30 名の薬学実務実習生、研修生を積極的に受け入れ、質の高い教育研修を行ってい

ます。また、業務の効率化及び医療の質の向上を目的とした研究業務を積極的に行い、学会

発表などに積極的に参加しています。平成 24 年度に京都薬科大学、平成 28 年度に摂南大

学、令和 2 年度に同志社女子大学との包括協定の締結や人事交流にて、教育や臨床研究の

発展を図っています。 

患者支援センターでは、2019 年 11 月より薬剤師が常駐し、入院時の持参薬確認、抗血小

板薬等の休薬の必要な薬剤の確認を行っています。地域連携パスにおいて、服用薬の管理

等、薬学的管理に関与し、在院日数の短縮に貢献するとともに、お薬手帳や退院時連携を通

じて薬薬連携の充実を図っています。 

また、地域の調剤薬局と定期的な勉強会の開催を通じて連携を深めています。 

 

 

 

（文責：村津 圭治） 
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2022 年度近畿国立病院薬剤師会総会報告 

 

大阪医療センター 水津 智樹 

 

 2022 年度 近畿国立病院薬剤師会総会が、2022 年 1 月 8 日(土) に Web 形式で開催され

た。永井副会長の開会の辞より総会が開始となり、河合会長・薬事専門職より挨拶を頂いた。

議長には、姫路医療センター 山本副薬剤部長が選出され、2021 年度事業報告、会計報告、

会計監査報告があり、全て承認された。 

 続いて、本田新会長より挨拶があり、新役員の紹介の後、2022 年度事業計画案、予算案につ

いて審議され、全て承認された。最後に山下新副会長の閉会の辞をもって総会が終了した。 

 

日  時：2022 年 1 月 8 日（土） 10:00～11:50  

開催方法：Web 開催(Zoom) 

出 席 者：出席者 210 名、委任者 101 名（会員数 322 名） 

会則 12 条 5 項に従い、会員過半数出席により総会が成立 

司  会：永井副会長（紫香楽病院 薬剤科長） 

開会の辞：永井副会長（紫香楽病院 薬剤科長） 

議  長：山本副薬剤部長（姫路医療センター） 

閉会の辞：山下新副会長（大阪医療センター 副薬剤部長） 

 

1. 報告事項 

（1）2021 年度事業報告 

① 事業報告 

各担当理事、委員長より 2021 年度事業について資料の通り報告がなされた。 

    ・総務                  山下総務担当理事（大阪医療センター） 

    ・企画                 中野企画担当理事（舞鶴医療センター） 

    ・広報                 別府広報担当理事（京都医療センター） 

    ・臨床研究委員会            田路委員長（大阪南医療センター） 

    ・治験委員会              安井委員長（近畿中央呼吸器センター） 

    ・医薬品情報委員会   藤井副委員長（神戸医療センター） 

    ・がん・緩和・精神委員会       古川委員長（敦賀医療センター） 

    ・感染・免疫・アレルギー委員会   中野委員長（舞鶴医療センター） 
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    ・循環器委員会           小田委員長（国立循環器病研究センター） 

    ・糖尿病委員会           木原委員長（南和歌山医療センター） 

    ・栄養・褥瘡委員会         辰己委員長（神戸医療センター） 

② 地区会報告 

各地区理事より地区会活動について資料の通り報告がなされた。 

・京都北部・福井地区        橋詰地区理事（敦賀医療センター） 

・京都南部・滋賀地区        田邨地区理事（宇多野病院） 

・兵庫南部地区           松本地区理事（姫路医療センター） 

・大阪北部・兵庫東部地区     坂東地区理事（大阪刀根山医療センター） 

・大阪南部地区           大住地区理事（大阪南医療センター） 

・奈良地区             川角地区理事（奈良医療センター） 

・和歌山地区            佐方地区理事（南和歌山医療センター） 

（2）2021 年度会計報告 

丸山経理担当理事（京都医療センター）より、2021 年度会計について資料の通り報告が

なされた 

（3）2021 年度会計監査： 

福田監査役（姫路医療センター）より、2021 年 11 月 15 日に会計監査が実施され、適正

かつ正確であったとの報告があった。 

 

以上について審議の結果、賛成多数で承認された。 

 

2. 新会長挨拶 

 本田会長（兵庫中央病院）より、就任の挨拶と新役員の紹介があった。 

 

3. 審議事項 

（1）監査役選出 

   川端薬剤部長（奈良医療センター）より、岸本薬剤部長（近畿中央呼吸器センター）、福

田薬剤部長（姫路医療センター）の推薦があり、賛成多数で承認された。 

（2）2022 年度事業計画案 

2022 年度事業計画案について各担当理事、委員長より資料の通り説明があった。 

・総務               辰己総務担当理事(神戸医療センター) 



 12 

・企画               中野企画担当理事(舞鶴医療センター) 

・広報               別府広報担当理事(京都医療センター) 

・臨床研究委員会          古川委員長（敦賀医療センター） 

・治験委員会           田邨委員長（宇多野病院） 

・医薬品情報委員会         田路委員長（大阪南医療センター） 

・がん・緩和・精神委員会       庄野委員長（東近江総合医療センター） 

・感染・免疫・アレルギー委員会   横山委員長（大阪南医療センター） 

・循環器委員会           小田委員長（国立循環器病研究センター） 

・糖尿病委員会           木原委員長（南和歌山医療センター） 

・栄養・褥瘡委員会         村津委員長（京都医療センター） 

（3）2022 年度予算案  

丸山経理担当理事（京都医療センター）より、2022 年度予算案について資料の通り 

説明があった。 

 

以上について審議の結果、賛成多数で承認された。 

 

4. 近畿国立病院生涯教育センター事業報告 

本田理事長（兵庫中央病院）より、以下の事業報告があった。 

・2022 年 1 月時点の KLEC 認定薬剤師数とその所属内訳、外部エージェンシーの 

登録状況について 

・2021 年度、2022 年度の研修会開催概要について 

・理事長代理に粉川薬剤部長（大阪南医療センター）の就任について 

・近畿国立病院の各施設に対してエージェンシー登録の依頼について 

 

以上
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「第 75 回国立病院総合医学会」参加報告 

 

宇多野病院 古川 歩実 

 

この度、第 75 回国立病院総合医学会にて、一般演題のポスター発表の形式で参加させて

いただきましたので報告いたします。 

宇多野病院は「関西脳神経センター」として、国立病院機構ネットワークの脳・神経筋疾患

の基幹医療施設としての機能を持つ病院です。脳神経筋疾患の中でもパーキンソン病の症

例が多くを占めますが、今回私が発表させていただきました多発性硬化症やそれに似た視神

経脊髄炎、その他学生時代には絶対教わらないような難病の症例も少なからず見受けられま

す。近年これらの難病の治療薬として、シポニモドやオファツムマブ、イネビリズマブなどの新

薬が薬価収載され、導入にあたり厳格な在庫管理体制やモニタリングが必要となる高額医薬

品が増えてきています。その一つであるシポニモドに関しての当院での取り組みや、導入後の

経過を追う中で薬剤師の立場で注意できること、服薬管理において支援できることがより明確

になったと思います。また、今回の研究を通し新たな臨床疑問が生まれ、臨床研究の奥深さ、

面白さを感じることができました。症例報告は臨床研究でも取り掛かりやすいテーマであるとは

思いますが、初めての経験であり右も左も分からず立ち止まっていたところを導いてくださった

共同著者の宇多野病院薬剤部の先生方のお陰で発表に至ることができました。シポニモドに

関連してもう一題、第 43 回日本病院薬剤師会近畿学術大会にてポスター発表を予定してお

り、2 つの抄録やスライド作成、日々の業務にも追われ精神的に辛い時期もありましたが研究

面以外からも支えてくださり、無事終えることができました。ご協力いただきました先生方に心

よりお礼を申し上げます。 

COVID-19 の影響下昨年に引き続き現地開催とはなりませんでしたが、一般演題のオンデ

マンド配信期間が 10 月 23 日〜11 月 20 日の約１か月間近く設けられていたため時間を見つ

けて様々な発表を拝見することができ、貴重な経験となりました。特に、手術目的での入院患

者に対して、入退院支援センターで休薬指導を行うにあたり写真付きの情報文書を作成する

という取り組みをされている発表が印象に残りました。当院でも整形外科の手術目的の入院患

者に対して、入退院支援センターで休薬指導を行い、必要があれば文書での情報提供を行

っています。しかし薬剤の名称と休薬日のみが記載されているだけであり、指導を理解しても

らえているか常々不安があったため、学会を通し工夫されている事例を見て非常に参考になり

ました。 

臨床研究に対して漠然とした敷居の高さを感じていた自分でしたが、今回の経験により自
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身の日常業務の延長線にある身近なものとして捉えることができました。今後も業務を行う上

で生じる些細な疑問を大切に、また臨床研究に挑戦し、現地での開催が再開となった時には

活発な意見交換を行えたらと思います。 
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第 31 回日本医療薬学会年会に参加して 

 

京都医療センター 市原 英則 

 

第 31 回日本医療薬学会年会は

当初、ハイブリッド開催が予定され

ていましたが、コロナ再流行の影響

により、2021 年 10 月 15 日～11 月

30 日の間の完全 Web 開催となりま

した。 

私はポスター発表を Web 配信に

て行いました。発表タイトルは「がん

患者におけるビスホスホネート系注

射薬剤およびデノスマブ初回投与

前の歯科受診に関する実態調査」でした。ビスホスホネート系注射薬剤やデノスマブはがん領

域において高カルシウム血症の治療や骨転移による骨痛や骨折など骨合併症の抑制のため

に使用することが知られています。一方で特徴的な副作用に顎骨壊死があり、ビスホネート系

注射薬剤投与前の歯科受診が推奨されています。そこで、京都医療センターにおいてビスホ

スホネート系注射薬剤およびデノスマブ初回投与前の歯科受診の実態について調査し、適正

使用対策について検討しようと考えました。調査した結果、対象患者 60 人のうちゾレドロン酸

注投与患者群が 41 人、ランマーク®注投与患者群が 19 人でした。また、初回投与前に歯科

受診を行った患者は 60 人中 50 人でした。そのうち 14 人に抜歯などの侵襲的歯科処置が行

われました。以下考察になりますが、初回投与前歯科受診した患者のうち約 28％が侵襲的歯

科処置をしており、顎骨壊死のリスク因子減少に初回投与前受診が寄与していることが示唆さ

れました。一方で 11.7％の患者で初回歯科受診が行われておらず、初回歯科受診が徹底さ

れてない可能性が示されました。今後は歯科未受診患者を減らすために医師や他の医療関

係者への適正使用の周知や薬剤師による積極的な介入が望まれると考えました。 

オンデマンド配信は他の先生の質問をいつでも確認することができたのが便利でした。多く

の先生方が質問しているポスター発表もあれば、発表者と少数の先生が熱心に質疑応答して

いるポスター発表もあり、それを見ることで自身の理解をさらに深め、新たな発見をすることも

でき、多くの刺激を受けました。 

今回の学会で見聞したことを日々の業務に活かし患者さんに還元していきたいと思います。 
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趣味のページ 

 

舞鶴医療センター 根上 直樹 

 

国立循環器病研究センター 永田 理香子先生よりバトンを受け継ぎました舞鶴医療センタ

ーの根上 直樹です。過分なご紹介ありがとうございます。 

さて私の趣味はプロ野球観戦で、推しのチームは阪神

タイガースとオリックスバファローズです。ちなみに私が最

初に野球場に観戦に訪れたのが、小学校 2 年の時に甲

子園球場に訪れた時ですので、かれこれ約 20 年が経ち

ますが、広い球場とダイナミックなプレイ、推しチームのユ

ニフォームやタオルを身につけての一体感ある応援、野

球場での熱気など、言葉に表すことができない楽しさは

今も忘れたことはありません。コロナ禍前までは約 2 か月

に 1 回のペースで野球場へ観戦に訪れておりました。 

昨年はコロナ禍ということもあってテレビ越しではありますが、推しチームの阪神タイガースと

オリックスバファローズの優勝争い、日本代表チームの東京オリンピックでの金メダル獲得、メ

ジャリーグでは大谷 翔平選手の二刀流での

活躍等をシーズン終盤まで手に汗握って応援

しておりました。 

他にも球場グルメやグッズ収集、過去の名

場面集等プロ野球には様々な楽しみ方があり

ますが、話し出すと長くなるので、続きはどこか

の機会でお話できればと思います。また推し

チーム以外の 10 チームの試合も随時チェック

しているので、興味があればどのチームのファンであっても野球トークができればと思っており

ます。 

現在はコロナ禍もあり色々制限がありますので、テレビ越しで観戦することが多いですが、コ

ロナ禍が落ち着けば、また野球場での観戦を大いに楽しみたいと思います。 

次のバトンは南和歌山医療センターの中田 賢先生にお渡ししたいと思います。中田先生

には和歌山地区時代にお世話になりました。また総会などでお会いできればと思います。どう

ぞよろしくお願いいたします。 
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編集後記 

 

♪ あけましておめでとうございます。薬剤師会も、今年度より河合会長から本田新会長へとバ

 トンが引き継がれました。新体制では、担当者の多くが交代し、新体制で精力的に活動し

 ていきたいと思っていますので、会員の先生方もご協力よろしくお願いいたします。 

 

♪ 各施設におかれましても、コロナワクチンの準備や治療薬の管理、医薬品の供給不安定な

 ど、対応が迫られる業務が多々ありますが、施設間で情報共有しながら頑張りましょう！！ 

 

♪ コロナ禍に突入し、間もなく２年になろうとしています。一同に会しての企画も難しい状況で

 はありますが、感染状況が落ち着き年度内に研修会が開催できる事を祈願しております。 

 

♪ 今シーズンは近畿地方でも大雪に見舞われ、厳しいシーズンになっていますが、お体  

 ご自愛ください。 

 

♪ 新体制になって、間もなくという短期間の間に寄稿いただいた先生方、ありがとうございまし

 た。今号も充実した内容となっています。皆様、最後までご熟読いただきありがとうございま

 した。 

                                                    （B.H.）  

 

 

 

近畿国立病院薬剤師会会誌                  第六十九号 令和四年一月発行 

 発行元 近畿国立病院薬剤師会事務局          三田市大原１３１４ 

（独立行政法人国立病院機構兵庫中央病院薬剤部内） 

 

 発行人 会長 本田 富得（兵庫中央） 

 

編集 広報担当理事   別府 博仁  （京都医療） 

 広報委員 壷阪 直子  （兵庫中央） 

細田 敦規  （奈良医療） 

野田 拓誠  （舞鶴医療） 

清水 宏太郎 （敦賀医療） 


	目次
	会長就任のご挨拶（本田 富得）
	副会長就任のご挨拶
	副会長就任のご挨拶（永井 聡子）
	副会長就任のご挨拶（山下 大輔）

	新年のご挨拶（河合 実）
	提言（寺川 伸江）
	薬剤部紹介　京都医療センター
	2022年度近畿国立病院薬剤師会総会報告（水津 智樹）
	「第75回国立病院総合医学会」参加報告（古川 歩実）
	第31回日本医療薬学会年会に参加して（市原 英則）
	趣味のページ（根上 直樹）
	編集後記



